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１．はじめに 

 総合的な学習の時間の実施や体験学習の重視に
より学校外で行う学習が増加している．そのため，
これらを情報機器により支援するモバイル学習の
研究が盛んになりつつある．モバイル学習では地
図情報・位置情報を利用する事が多い．一方ウェ
ブ技術の発展により，Google Maps 等で地図情報
を容易に利用できる環境が整ってきた． 
本稿では地図情報としてGoogle Maps API を利

用して，複数学習者が地理的学習コンテンツを作
成・利用できるモバイル協調学習システムを提案
する．Google Maps において提供されているマー
カ機能を拡張して，位置情報付きの情報間に意味
付きリンクを作成できるようにしている． 
以下第 2 章において本研究の背景を述べ，第 3

章にてGoogle Mapsの説明を行う．そして第 4 章
にて研究提案，第5 章にてシステムの概要につい
て述べ，最後にまとめを行う. 
 
２．ウェブを利用する学習 
最近ではウェブページは学習資源としてよく利

用されている．複数の学習者が協調的に学習を進
める際にも，ウェブページは学習資源として利用
されるし，さらに，ページやサイトの共有により
協調学習の場として利用されることもある． 
ウェブページはハイパーメディアであるので，

ページ間をリンクでつなぐことによりページ間の
関係を表すことができる．またそのリンクは容易
に作成することができるが，基本的にリンク対象
はウェブ空間内に閉じている．モバイル学習の場
合は，実世界のオブジェクトを学習の対象とする
ことが多いため，実世界の位置情報との関係を持
たせられることが望ましい． 
 

３．Google Maps 
Google MapsとはGoogleサイトが提供している

Google Maps APIを使用して作成される地図であ
る．地図を利用したウェブ上のアプリケーション
を手軽に作成できる事から広く使われつつある
[1][2]． 
Google Mapsの基本的な使い方や対象範囲など

はGoogleローカル[3]と同様である．日本地図に
留まらず世界地図も参照でき，ドラッグおよびダ
ブルクリックで地図上を移動およびズームを行う
事ができる．またGoogle Mapsの縮尺の最大は約
3000分の1，つまり一般的な一戸建ての正面口か
裏口かを識別できるほど拡大できるので，野外学
習で必要となる程度の詳細な位置情報に対応でき
ると考えられる.  
またGoogle Mapsでは任意の場所にマーカと呼

ばれる印をウェブ地図上に付与する事ができる
[4]．このマーカには情報ウィンドウと呼ばれる
コメント欄が備わっている．情報ウィンドウには
HTML文書もしくはXML文書を表示することができ
る．従って情報ウィンドウには画像やリンクを含
めることでき，この点では一般のウェブページと
同様である．情報ウィンドウはマーカがクリック
された時に画面に表示される. 
Google Maps は一般のウェブページが実世界の

位置情報との関係を持たないのに対し, ウェブ地
図上に配置されるマーカを使えば実世界の位置情
報との関係を明示した情報を容易に作成できる. 
 
４．提案 
第3章で述べたように Google Maps の情報ウィ

ンドウは HTML 文書や XML 文書を表示する事がで
きるので，一般のウェブページと同様の機能を持
つマーカを作成できる．しかしGoogle Maps を利
用した従来アプリケーションにはマーカの分類機
能や検索機能を持つものはあるが，マーカ間の関
連づけをしたものはあまり見当たらない．マーカ
間のリンクを与えると，マーカ群は地図上に広げ
られた，位置情報と結びついたウェブページ群と
見なす事ができるため，モバイル学習において，
学習資源を作成，利用する仕組みとして適当であ
ると考えられる． 
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そこで本研究ではGoogle Maps を利用して，マ
ーカ間の関係を意味付きリンクとして作成できる
アプリケーションシステムの開発を行っている.  
本提案システムを利用する学習としては，１つ

の川の様々な地点の水質や生物の情報と，周辺地
域の関連を調査する総合的学習活動など，実世界
を対象とする様々な例が考えられる.  
 
5. システム概要 
本システムはWindowsXP の動作するタブレット

PC 上のアプリケーションとして作成され，ブラ
ウザと以下の4 つのファイルから構成されている
(図 1)． 
① 地図およびマーカ,情報ウィンドウの表示を

行うHTML+JavaScriptファイル 
② リンク情報が書かれたテキストファイル 
③ マーカ情報が書かれたテキストファイル 
④ 入力情報を②③に追加するPHPファイル 
本システムの動作は大きく３つに分けられる. 
１．①の HTML ファイルにアクセスがあると，

①は②③からそれぞれリンクとマーカの情報を取
得し，その情報に基づいてマーカを地図に配置す
る. 
2．マーカ作成時に①の入力フォームデータが

④のPHP ファイルに送信される．④では受け取っ
たデータをリンク情報とマーカ情報に分け，それ
ぞれを②③に書き加える．マーカの修正，削除に
ついても同様である． 
  3．マーカがクリックされると，①は②から得
たリンク情報を元に，そのマーカとのリンクのな
いマーカを画面上から消してしまう．同時にクリ
ックされたマーカの情報ウィンドウの表示を行う. 
 本システムの画面例を図２に示す. 

 
 
 
 
 6. まとめ 
本稿では，複数学習者が地理的学習コンテンツ

を作成・利用できるモバイル協調学習システムを
提案した．Google Maps API によりウェブベース
の地図を利用し，マーカと呼ばれる地図上の印同
士にリンクを持たせることで，従来のウェブ学習
コンテンツ のようなハイパーメディアを地図上
に作成・利用できるシステムとした． 
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図1 システム構成図 
 

図２ 本システム画面例 
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